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総
務
民
生
委
員
会 

文
教
産
業
委
員
会 

常任委員会報告 常任委員会報告 
「6月議会」 
鳥羽伊良湖航路の市民限定割引、畔蛸自治会館建設など6,600万円の補正予算、子ども 

医療費など条例改正6本、工事請負変更契約の締結2本を議案審議しました。 

（抜粋） 

の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。 

問
　
今
回
の
保
険
税
の
軽
減

期
間
と
し
て
、
当
分
の
間
と

あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
れ
く
ら

い
か
。 

答
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
で
、

時
期
に
つ
い
て
は
現
在
の
と

こ
ろ
平
成
２４
年
４
月
と
さ
れ

て
い
る
。 

   

問
　
集
会
所
建
設
に
伴
う
寄

附
金
の
決
定
に
つ
い
て
こ
れ

ま
で
の
経
緯
を
き
く
。 

答
　
平
成
１９
年
度
に
畔
蛸
自

治
会
か
ら
集
会
所
建
設
の
要

望
が
あ
り
、
そ
の
中
で
い
ろ

い
ろ
な
議
論
に
よ
り
、
昨
年
、

電
源
立
地
関
係
の
補
助
金
を

活
用
し
た
地
域
で
の
集
会
所

が
可
能
で
な
い
か
と
の
こ
と

で
、
建
設
に
向
け
た
協
議
を

し
て
い
る
。
寄
附
金
に
つ
い

て
は
、
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
と
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
、
負
担
割
合
に
つ
い
て

協
議
を
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

発
電
用
施
設
周
辺
地
域
振
興

事
業
費
補
助
金
が
い
た
だ
け

る
こ
と
と
な
り
、
今
回
、
予

算
計
上
し
た
。 

問
　
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
利
用 

促
進
事
業
の
２
０
０
万
円
の

委
託
料
は
ど
の
よ
う
に
使
う

の
か
。 

答
　
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
の
市

民
限
定
割
引
を
社
会
実
験
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て 

   

い
る
。
市
民
の
利
用
促
進
を 

図
る
と
と
も
に
併
せ
て
鳥
羽

伊
良
湖
航
路
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
今

後
の
利
用
拡
大
に
つ
な
げ
る

た
め
の
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
た
め
。 

問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
と

委
託
先
に
つ
い
て
は
。 

答
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
最
後
の
詰
め
を
し
て
い

る
段
階
で
、
柱
と
し
て
は
、

利
用
目
的
、
今
の
料
金
設
定
、

鳥
羽
伊
良
湖
航
路
の
必
要
性
、

年
間
の
通
常
利
用
に
つ
い
て

と
、
航
路
が
存
続
し
た
場
合

の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
な

ど
で
、
委
託
先
は
、
運
航
会

社
で
あ
る
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー

㈱
を
考
え
て
い
る
。 

問
　
非
課
税
口
座
内
の
小
額

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
及

び
譲
渡
所
得
等
の
非
課
税
措

置
の
創
出
で
あ
る
が
、
課
税

し
て
も
い
い
の
で
は
。 

答
　
国
の
株
式
取
引
を
活
性

化
す
る
た
め
の
施
策
で
あ
る 

問
　
鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
の

日
に
田
原
市
民
が
フ
ェ
リ
ー

を
利
用
し
て
来
て
頂
く
委
託

事
業
と
の
こ
と
だ
が
、
当
日
、

そ
の
他
の
観
光
施
設
へ
も
訪

れ
る
予
定
で
あ
る
の
か
。
ま

た
、
そ
の
場
合
入
館
料
は
通

常
料
金
な
の
か
。 

答
　
田
原
市
民
に
は
夕
方
ま

で
市
内
観
光
を
楽
し
ん
で
頂 

き
、
そ
の
後
、
フ
ェ
リ
ー
に

乗
船
し
て
花
火
を
観
覧
後
帰

ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。
各
施

設
の
入
館
料
に
つ
い
て
は
観

光
施
設
連
合
会
を
通
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
割
引
額
は
違
う 

も
の
の
協
力
し
て
頂
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。 

問
　
和
具
漁
港
工
事
の
矢
板

打
ち
込
み
に
つ
い
て
、
一
部

岩
盤
が
見
つ
か
り
対
処
が
必

要
と
県
の
建
設
技
術
セ
ン
タ

ー
か
ら
聞
い
て
い
た
が
、
そ

の
問
題
は
解
決
し
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
部
分
の
強
度
は

大
丈
夫
な
の
か
。 

答
　
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は

矢
板
の
打
ち
込
み
の
長
さ
は

短
く
な
っ
て
い
る
が
、
強
度

的
に
は
問
題
な
い
。 

問
　
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
工 

事
に
つ
い
て
県
の
ボ
ー
リ
ン

グ
デ
ー
タ
３
箇
所
を
基
に
試

験
掘
り
を
し
た
結
果
、
当
初

設
計
よ
り
深
い
箇
所
が
見
つ

か
っ
た
の
で
杭
の
長
さ
を
延

長
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

の
時
点
で
の
設
計
変
更
に
問

題
は
な
い
の
か
。 

答
　
あ
ら
か
じ
め
各
基
礎
ベ

ー
ス
の
杭
の
長
さ
を
個
々
に

決
定
す
る
た
め
の
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
費
に
は
莫
大
な
費
用

が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
一
般

的
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

設
計
書
に
試
験
掘
り
を
入
れ

た
方
法
は
問
題
が
な
い 

 

子ども医療費無料化の所得制限がなくなりました 

和具港 
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松
井
一
弥 

    

　
工
事
の
変
更
金
額
が
４
２

７
１
万
７
１
５
０
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。 

 

建
設
課
副
参
事
　
１
点
目
は

基
礎
工
に
お
き
ま
し
て
、
試

験
掘
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

地
表
よ
り
１２
メ
ー
ト
ル
地
下

部
分
に
捨
て
石
が
あ
る
こ
と 

が
判
明
し
ま
し
た
こ
と
か
ら
、     

工
法
の
変
更
や
、
杭
の
長
さ 

に
つ
い
て
も
深
い
箇
所
が
あ

り
、
当
初
よ
り
長
く
す
る
必

要
が
生
じ
た
こ
と
で
す
。
２

点
目
と
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
工
事
に
お
い
て
、
車
イ
ス

対
応
の
自
動
券
売
機
を
購
入

予
定
で
す
。 

 

　
こ
の
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル

事
業
は
多
額
の
費
用
も
か
か 

る
し
、
市
民
も
注
目
し
て
い 

る
事
業
で
す
。
今
後
は
慎
重

な
対
応
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。 

      

      
　
畔
蛸
自
治
会
館
建
設
工
事

に
つ
い
て
は
、
電
源
立
地
事

業
を
活
用
し
て
の
上
程
案
で

あ
る
が
、
地
元
負
担
金
が
２

２
４
１
万
円
と
多
額
で
あ
り
、

市
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
れ
に
畔
蛸
町
内
会
と
の
覚

書
き
に
よ
れ
ば
、
建
物
取
壊

し
費
、
会
館
設
計
費
、
維
持

管
理
費
も
地
元
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
設
予

定
地
の
畔
蛸
町
の
土
地
は
、

市
へ
の
無
償
譲
渡
が
条
件
で

す
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
過
疎

債
の
適
用
等
も
含
め
、
地
元

負
担
分
の
軽
減
が
考
え
ら
れ

な
い
で
す
か
。 

 

市
長
　
過
疎
債
の
適
用
は
や

れ
な
い
事
は
な
い
が
、
他
地

区
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、

設
計
費
、
取
壊
し
費
用
に
つ

い
て
は
、
少
し
で
も
軽
減
で

き
な
い
か
協
議
し
た
い
。 

※
電
源
立
地
事
業
…
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
は
電
源
地
域

で
行
わ
れ
る
公
共
用
施
設
整
備

や
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す

る
事
業
に
対
し
て
交
付
金
を
交

付
す
る
。 

 

 

　
　
討
　
論 
 

戸
上
幸
子
議
員 
 

　
《
　
反
　
対
　
》 

 

　
議
案
第
３４
号
　
平
成
２２
年

度
鳥
羽
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
） 

〈
趣
旨
〉 

　
日
中
友
好
促
進
三
重
県
市

議
会
議
員
連
盟
は
、
県
内
の

複
数
の
市
の
議
員
個
人
の
会

費
に
よ
り
運
営
し
て
い
る
任

意
団
体
で
す
。
県
下
１４
市
中
、

加
盟
は
半
数
の
７
市
で
す
。

そ
の
な
か
で
も
、
今
年
度
、

参
加
負
担
金
を
予
算
計
上
し

た
の
は
鳥
羽
市
を
入
れ
て
た

っ
た
３
市
の
み
で
す
。
こ
の

よ
う
な
任
意
団
体
の
海
外
視

察
旅
行
に
市
民
の
税
金
を
投

入
す
る
こ
と
は
市
民
の
納
得

が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
得
る

べ
き
地
方
財
政
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
自
費
で
行
く

べ
き
で
す
。 

 

 

　
　
　

人
　
事 

 

　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員 

　
と
同
補
充
員
を
選
出 

 

委
員 

　
今
村
清
隆
氏
（
船
津
町
） 

　
松
本
利
根
子
氏（
松
尾
町
） 

　
出
口
眞
人
氏
（
石
鏡
町
） 

　
木
場
多
壽
子
氏
（
安
楽
島

　
町
） 

補
充
員 

　
杉
谷
　
登
氏
（
池
上
町
） 

　
野
村
晴
美
氏
（
大
明
西
町
）

　
上
野
ゑ
い
氏
（
大
明
西
町
）

　
坂
倉
八
重
子
氏（
船
津
町
） 

 

　
農
業
委
員
会
委
員
を
推
薦 

 

委
員 

　
小
池
日
出
美
氏
（
安
楽
島

　
町
） 

　
花
井
陽
子
氏
（
浦
村
町
） 

 

議案質疑  議案質疑  議案質疑  2人が質疑 
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
工
事
変
更
内
容
は 

建
設
課
副
参
事
　
基
礎
杭
が
長
く
な
り
ま
す 

村
山
俊
幸 

畔
蛸
自
治
会
館
建
設
の 

地
元
負
担
軽
減
を 

市
長
　
軽
減
で
き
な
い
か 

協
議
し
ま
す 

建て替えられる畔蛸自治会館 建設中のマリンターミナル 
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この議会で審議した案件と結果 

 賛成多数

 賛成多数

 全員賛成

 全員賛成

 賛成多数

 全員賛成

 全員賛成

 全員賛成

 賛成多数

当選者決定

推薦者決定

　議案番号 　　　　　　　　　　　 　　　　件　　　　　　　　　　名 　　　　　　　　　　　　   結  果  

議案第３４号 

議案第３５号 

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号

議案第３９号

議案第４０号

議案第４１号

議案第４２号

選挙第６号

発議第４号 

平成２２年度鳥羽市一般会計補正予算（第１号） 

鳥羽市職員の育児休業等に関する条例及び鳥羽市職員の勤務時間、休暇等に関

する条例の一部改正について

鳥羽市職員給与条例の一部改正について 

鳥羽市職員の退職手当に関する条例の一部改正について

鳥羽市市税条例の一部改正について

鳥羽市国民健康保険税条例の一部改正について

鳥羽市福祉医療費助成に関する条例の一部改正について

工事請負変更契約の締結について（和具（答志）漁港漁村再生交付金事業（−２

ｍ物揚場）工事）

工事請負変更契約の締結について（マリンターミナル建設工事）

選挙管理委員会委員並びに同補充員の選挙について

農業委員会委員の推薦について

一般質問  一般質問  一般質問  
6月15日・16日に7人の議員が一般質問を行いました。 
質問と答弁の概要をお知らせします。 

離島送水管のループ化が必要では 
市長　国の補助事業と過疎債を活用 

橋本真一郎 

           

　
離
島
住
民
の
生
活
飲
料
水

の
安
全
、
安
心
供
給
を
ど
の

よ
う
に
図
っ
て
い
く
考
え
か

を
き
き
ま
す
。 

 

市
長
　
平
成
１９
年
１０
月
に
発

生
し
た
、
神
島
海
底
送
水
管

の
破
断
事
故
を
省
み
る
と
、

現
状
の
海
底
送
水
管
シ
ス
テ

ム
で
は
、
一
旦
、
海
底
送
水

管
の
破
断
事
故
が
発
生
す
る 

と
海
底
送
水
管
復
旧
工
事
は

長
期
間
に
及
ぶ
た
め
、
離
島 

        

住
民
に
は
大
変
な
負
担
を
お

掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

離
島
の
皆
様
へ
飲
料
水
を
安

全
に
安
定
供
給
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
各
離
島
間
に
お

け
る
海
底
送
水
管
の
ル
ー
プ

化
が
有
効
な
考
え
方
で
あ
り

そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
、

離
島
の
皆
様
に
安
心
し
て
頂

け
る
も
の
と
考
え
ま
す
。 

　
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
国 

の
補
助
事
業
と
過
疎
債
を
活

用
し
た
事
業
実
施
の
検
討
を

し
て
い
き
ま
す
。 

   

海底送水管布設作業 

配水作業 

※全議案９件を可決

ここが聞きたい
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鳥
羽
伊
良
湖
航
路
存
続
の
可
能
性
は 

市
長
　
可
能
性
は
あ
り
ま
す 

戸 上 幸 子 

海岸漂着ゴミをどう解決しますか 
市長　愛知岐阜両県に強く働きかけます 

中村欣一郎 

       

　
全
国
１１
海
岸
で
行
わ
れ
た

モ
デ
ル
調
査
の
結
果
は
。 

 

環
境
課
長
　
県
の
主
要
な
川

か
ら
伊
勢
湾
に
流
れ
出
し
、

海
流
に
よ
り
多
く
の
ゴ
ミ
が

答
志
島
を
中
心
と
す
る
海
岸

に
漂
着
す
る
と
い
う
実
態
が

判
明
し
ま
し
た
。
重
量
比
で

８２
％
が
流
木
、
１８
％
が
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
や
ビ
ン
、
缶
等

の
処
理
困
難
物
で
あ
る
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

　
海
岸
漂
着
物
処
理
推
進
法

が
昨
年
制
定
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
市
の
取
り
組
み
は
ど
う

変
わ
り
ま
す
か
。 

      

環
境
課
長
　
県
は
概
況
を
把

握
し
た
上
で
地
域
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
２３
年
度
中
に
地

域
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で 

す
。
県
は
鳥
羽
の
状
況
を
か

な
り
重
く
受
け
止
め
て
く
れ

て
い
ま
す
。
奈
佐
の
浜
・
安

楽
島
・
白
浜
・
千
鳥
が
浜
の

市
内
４
海
岸
で
、
す
で
に
調

査
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
鳥

羽
の
課
題
や
実
情
を
踏
ま
え

た
情
報
を
国
県
に
伝
え
、
積

極
的
に
参
画
し
、
連
携
し
た

施
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。 

 

　
漂
着
物
被
害
の
特
徴
は
、

鳥
羽
の
よ
う
な
漂
着
地
に
多

大
な
処
理
の
負
担
が
か
か
っ

て
く
る
こ
と
で
す
が
、
主
な

発
生
源
で
あ
る
河
川
経
由
の

陸
域
か
ら
の
ゴ
ミ
に
ど
う
対

処
し
ま
す
か
。 

 

市
長
　
上
流
域
か
ら
の
ゴ
ミ

を
減
ら
す
に
は
、
鳥
羽
市
だ

け
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は

な
く
広
域
的
な
地
域
間
の
連

携
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
デ

ポ
ジ
ッ
ト
制
度
の
制
定
を
国

に
働
き
か
け
る
方
策
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。 

鳥羽観光の魅力、鳥羽伊良湖航路 

納
税
者
を
尊
重
し
節
度
を 

税
務
課
長
　
皆
様
か
ら
信
頼 

さ
れ
る
税
務
職
員
に 

　
納
税
者
は
格
差
と
貧

困
の
も
と
で
も
必
死
に

納
税
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
市
の
徴
収
姿
勢
は
、

納
税
者
に
親
切
な
態
度

で
接
し
不
満
を
解
決
す

る
等
を
謳
っ
た
「
税
務 

行
政
指
針
」
に
照
ら
し
、 

反
省
す
べ
き
点
が
あ
る
の
で

は
。 

 

税
務
課
長
　
改
善
す
べ
き
点

は
改
善
し
て
い
き
た
い
。
市

民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る

税
務
職
員
を
目
指
し
て
研
修

を
行
い
ま
す
。 

　
こ
ん
な
短
期
に
６
万
も
の

署
名
が
集
ま
っ
た
事
例
は
。 

副
市
長
　
記
憶
に
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。 

　
航
路
廃
止
に
よ
る
影
響
と

被
害
額
の
総
額
は
。 

企
画
財
政
課
長
　
３０
億
円
に

な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
莫
大
な
損
害
額
で
す
。
航

路
存
続
の
可
能
性
は
あ
り
ま 

す
か
。 

市
長
　
可
能
性
は
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　
航
路
存
続
の
た
め
の
最
大

の
ネ
ッ
ク
は
負
債
の
整
理
で

す
。
２１
億
５
０
０
０
万
円
で 

す
が
、
実
質
的
に
は
船
舶
と

建
物
な
ど
の
１０
億
円
で
す
。

こ
こ
を
ど
う
支
援
し
て
い
く 

か
が
存
続
の
核
心
で
は
な
い

で
す
か
。 

市
長
　
障
害
を
い
か
に
取
り

除
く
か
で
、
存
続
の
可
能
性

が
出
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

負
担
を
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に

も
つ
か
。
ど
う
い
う
ス
キ
ー

ム
で
新
し
い
経
営
を
や
っ
て

い
く
か
。
民
間
に
手
を
あ
げ 

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
こ 

れ
か
ら
や
っ
て
い
け
る
と
い

い
う
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ

り
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
仕
事

で
す
。 

 

海岸に打ち寄せられた漂着ゴミ 
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人口減対策は観光振興策で 
市長　「一宿一品運動」すばらしい 

山 本 泰 秋 

保育環境の現状と将来の考えは 
健康福祉課長　保育環境の向上を図っていきます 

坂 倉 広 子 

　
施
設
の
老
朽
化
や
耐
震
整

備
、
保
育
施
設
の
点
検
は
行

わ
れ
て
い
ま
す
か
。 

 

健
康
福
祉
課
長
　
保
育
施
設

全
体
の
点
検
は
、
緊
急
度
、

効
果
等
を
勘
案
し
つ
つ
適
切

な
施
設
管
理
に
努
め
ま
す
。 

 

　
乳
児
保
育
の
実
施
に
よ
り
、

看
護
師
の
必
要
性
及
び
「
子

育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
の
考
え
は
。 

 

健
康
福
祉
課
長
　
近
年
の
核

家
族
化
や
高
齢
化
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
希
薄
化
な

ど
、
子
育
て
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
保
育
所
に
お
い
て
は
看

護
師
が
持
つ
専
門
性
は
大
変

有
効
で
す
。
（
現
在
は
看
護

師
の
配
置
は
し
て
い
な
い
）

三
重
県
で
は
、
モ
デ
ル
事
業 

        

と
し
て
取
り
組
む
「
マ
イ
保

育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
保
育
所

を
身
近
な
子
育
て
支
援
の
拠

点
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

石
川
県
で
の
先
進
事
例
に
つ

い
て
研
究
し
ま
す
。 

  

子ども読書活動推進事業計画は 
教育長　今年度中に策定予定です 

　
４
月
２３
日
「
子
ど
も
読

書
の
日
」
今
年
は
国
民
読

書
年
で
す
。
小
中
学
校
読

書
推
進
の
取
り
組
み
は
。 

 

教
育
長
　
今
年
度
は
、
県

の
「
い
き
い
き
読
書
リ
レ

ー
」
事
業
を
受
け
ま
し
た
。 

 

※
　
そ
の
他
、
市
営
住
宅

の
住
環
境
問
題
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
し
た 

　
市
長
二
期
目
の
公
約
で
も
、

「
人
口
減
対
策
」
は
最
重
要

な
課
題
と
位
置
付
け
を
し
て
、

「
花
嫁
対
策
」
と
か
「
子
育

て
支
援
策
」
な
ど
を
具
体
的

施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
急
激
な
人
口
減
の

一
番
の
原
因
は
、
市
内
で
の

雇
用
の
場
の
不
足
、
特
に
若

い
人
の
働
く
場
が
極
端
に
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
等
が

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
雇

用
の
場
を
ど
う
創
出
し
て
い

く
か
が
、
根
本
的
な
人
口
減

対
策
と
位
置
付
け
を
し
て
、

そ
の
為
に
は
、
地
場
産
業
を

ど
う
振
興
を
図
り
、
同
時
に

地
域
経
済
を
ど
う
活
性
化
さ

せ
る
か
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

こ
で
、
市
全
体
の
就
業
者
の

３
分
の
２
を
占
め
る
観
光
産

業
を
ど
う
活
性
化
で
き
る
か
、

と
言
う
視
点
で
、
次
の
よ
う

な
提
案
を
し
ま
し
た
。
鳥
羽 

        

市
は
宿
泊
型
の
観
光
地
で
あ

り
、
そ
の
観
光
客
の
鳥
羽
へ

の
旅
行
目
的
は
「
食
」
が
群

を
抜
い
て
多
い
こ
と
か
ら
、

そ
れ
に
応
え
る
こ
と
が
観
光

活
性
化
へ
の
カ
ギ
を
握
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
鳥
羽

に
、
泊
ま
っ
て
い
た
だ
く
全

て
の
お
客
さ
ん
に
、
必
ず
地

場
、
出
来
れ
ば
旬
の
食
材
を

一
品
は
、
食
べ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

「
一
宿
一
品
」
運
動
を
提
唱

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

市
長
　
「
一
宿
一
品
運
動
」

す
ば
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で

あ
り
、
観
光
業
の
振
興
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
観
光
課
を
中

心
に
、
こ
の
方
策
を
練
っ
て

い
き
た
い
。 

 
加茂小学校図書室 
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新消防庁舎建設を 
市長　建設時期にきています 

寺 本 春 夫  

駅前駐車場の無料化を 
副市長　鳥羽一番街等々と近々 
　　　　協議します 

村 山 俊 幸 

　
伊
勢
志
摩
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

消
防
の
広
域
化
は
見
送
ら
れ

た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
新
消

防
庁
舎
の
建
設
が
で
き
な
い

で
す
か
。 

 

市
長
　
消
防
の
広
域
化
が
見

送
ら
れ
た
こ
と
、
本
市
全
域

が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
、
消
防
救
急
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
問
題
な
ど
を
考

慮
す
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
新
し

い
消
防
庁
舎
の
建
設
を
考
え

て
い
く
時
期
に
き
て
い
る
と

思
う
の
で
、
議
論
し
て
い
き

た
い
。 

               

　
路
線
バ
ス
の
悪
循
環
を
解

消
す
る
た
め
、
乗
客
の
デ
マ

ン
ド
（
希
望
）
に
合
わ
せ
て

走
行
す
る
次
世
代
の
交
通
機

関
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
な
ど

を
交
通
シ
ス
テ
ム
に
導
入
し 

て
い
る
地
域
が
増
加
し
て
い

る
が
、
過
疎
地
域
に
指
定
さ

れ
た
本
市
で
の
導
入
の
考
え

は
な
い
で
す
か
。 

 

市
長
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
非
常
に
関
心
を
持

っ
て
見
て
い
る
。
テ
レ
ビ
な

ど
で
も
高
齢
の
方
が
買
い
物

に
も
行
け
な
い
と
い
う
こ
と 

          

が
報
道
さ
れ
て
お
り
、
鳥
羽

市
も
人
ご
と
で
は
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本

当
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
走
ら

せ
て
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
今
後
し
っ

か
り
研
究
し
て
い
き
た
い
と 

思
っ
て
い
ま
す
。
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
場
合
は
一
人
か
ら
要

求
さ
れ
れ
ば
一
人
だ
け
乗
せ

て
走
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
そ
の
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
経
費
、
市
民
の
満
足

度
な
ど
研
究
し
な
が
ら
、
真

剣
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

デマンドバス（玉城町） 

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導
入
を 

市
長
　
真
剣
に
検
討
し
て
い
き
た
い 

　
市
開
発
公
社
に
つ
い
て
次

の
点
を
質
し
ま
し
た
。 

　
国
の
指
導
体
制
も
含
め
て

今
後
の
公
社
組
織
を
ど
う
す

る
の
で
す
か
。 

副
市
長
　
開
発
公
社
の
事
業

仕
分
け
を
行
い
、
平
成
２５
年

１１
月
迄
に
方
向
づ
け
を
し
て

い
き
ま
す
。 

　
土
地
売
却
処
分
計
画
に
よ

る
売
却
の
可
能
性
は
。 

副
市
長
　
公
共
用
地
と
し
て

利
用
す
る
以
外
は
、
調
書
を

取
り
纏
め
て
い
る
段
階
で
す
。 

　
総
務
省
か
ら
「
公
社
の
抜

本
的
改
革
等
に
関
す
る
指
針
」

が
出
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

よ
る
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
改
革
プ
ラ
ン
を
作
成
し

て
い
ま
す
か
。 

        

副
市
長
　
現
時
点
で
は
作
成

し
て
い
ま
せ
ん
。 

　
商
工
会
議
所
要
望
で
あ
る

駅
前
駐
車
場
の
最
初
の
１
時

間
を
無
料
に
で
き
ま
せ
ん
か
。 

 

副
市
長
　
可
能
か
ど
う
か
理

事
長
が
直
接
出
向
い
て
鳥
羽

一
番
街
等
々
と
近
々
協
議
い

た
し
ま
す
。 

　
大
部
分
が
塩
漬
け
の
土
地

で
あ
る
事
か
ら
、
新
設
さ
れ

た
第
３
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推

進
債
を
活
用
し
て
、
市
が
買

い
上
げ
て
は
ど
う
で
す
か
。 

副
市
長
　
平
成
２５
年
迄
に
市

の
財
政
状
況
を
見
極
め
、
活

用
す
る
の
が
良
い
と
思
う
が
、

結
論
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
松
尾
第
２
期
工
業
団
地
の

今
後
の
活
用
策
は
。 

市
長
　
工
業
誘
致
を
今
後
も

進
め
て
い
く
が
、
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
市
の
消
防
署
の

移
転
等
も
含
め
柔
軟
に
考
え

て
い
き
た
い
。 

  
ま
と 
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追跡！ 追跡！ あれはどうなったん？ 

　
昨
年
の
議
会
報
告
会
で
み

な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り

ま
す
と
、
「
と
ば
市
議
会
だ

よ
り
」
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ

て
る
方
は
、
な
ん
と
８９
％
も
。

驚
き
ま
し
た
。
議
会
の
情
報

を
知
り
た
い
と
い
う
み
な
さ

ん
の
ご
期
待
を
ひ
し
ひ
し
感

じ
ま
す
。
議
会
の
動
き
と
審

議
の
過
程
が
よ
く
わ
か
り
、

み
な
さ
ん
に
親
し
み
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
紙
面
を
め
ざ

し
て
新
メ
ン
バ
ー
で
が
ん
ば

り
ま
す
。
新
企
画
と
し
て
議 

会
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
く
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
つ

く
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。 

 

「
と
ば
市
議
会
だ
よ
り
」 

　
　
　
　
　
編
集
委
員
会 

 

委
員
長
　
戸
上
　
幸
子 

  

副
委
員
長
　
木
下
　
爲
一 

  

委
　
　
員
　
松
井
　
一
弥 

  

委
　
　
員
　
坂
倉
　
広
子 

  

委
　
　
員
　
木
下
　
順
一 

  

委
　
　
員
　
橋
本
真
一
郎 

  

委
　
　
員
　
坂
倉
　
紀
男 

  

委
　
　
員
　
山
本
　
泰
秋 

編
集
後
記 
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問
題
の
答
え
は
す
べ
て
市

議
会
だ
よ
り
の
中
に
あ
り
ま

す
。
よ
く
読
ん
で
お
答
え
く

だ
さ
い
。 

 

問
１
　
６
月
定
例
市
議
会
で

可
決
さ
れ
た
議
案
の
数
は
い

く
つ
？ 

問
２
　
６
月
定
例
市
議
会
で

一
般
質
問
し
た
議
員
は
何
人
？ 

問
３
　
市
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会
の
人
数
は
何
人
？ 

▼
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き

に
答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年 

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て 

お
送
り
く
だ
さ
い
。 

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

１０
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

▼
あ
て
先
　
〒
５
１
７
―
０

０
１
１
　
鳥
羽
市
鳥
羽
３
丁

目
１
―
１
　
鳥
羽
市
議
会
事

務
局 

▼
締
切
り
　
平
成
２２
年
８
月

３１
日
（
当
日
消
印
有
効
） 

 

※
は
が
き
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
目
的
以
外

に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
議
会
へ
の
ご
意
見
が
あ

れ
ば
、
あ
わ
せ
て
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。 

「
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル

ま
で
の
道
路
は
」 

 

Ｑ
　
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
の

道
路
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？ 

 

Ａ
　
現
在
、
パ
ー
ル
ビ
ル
周
辺
で
老

朽
化
し
た
歩
道
と
道
路
の
修
景
や
マ

リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
の
雨
よ
け
を

目
的
と
し
た
シ
ェ
ル
タ
ー
（
通
路
屋

根
）
を
設
置
す
る
工
事
を
実
施
中
で

す
。 

「
国
土
調
査
は
、い
ま
」 

 

Ｑ
　
土
地
の
境
界
を
決
め
る
国
土

調
査
は
い
ま
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

ま
す
か
。 

 

Ａ
　
鳥
羽
市
で
は
昭
和
６２
年
か
ら
平

成
２０
年
度
末
で
２８
・
７３
％
を
完
了
。

今
年
度
か
ら
相
差
町
に
入
り
ま
す
。 


